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Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
経
済
共
同
体
の
創
設

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
、２
０
１
５
年
11
月
22
日
に
マ
レ
ー

シ
ア
の
首
都
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
第

２
７
回
首
脳
会
議
で
２
０
１
５
年
12
月
31
日
に
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
共
同
体
を
創
設
す
る
こ
と
を
宣
言
し
た
。
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
共
同
体
は
、
政
治
安
全
保
障
共
同
体
、
経

済
共
同
体
、
社
会
文
化
共
同
体
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
経
済
共
同
体
（
Ａ
Ｅ
Ｃ
）
は
３
つ
の
共
同

体
の
中
で
統
合
の
た
め
の
具
体
的
な
措
置
の
実
施
が

最
も
進
展
し
て
お
り
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
共
同
体
の
基
盤

と
な
る
も
の
で
あ
る
。

Ａ
Ｅ
Ｃ
に
つ
い
て
は
産
業
界
を
中
心
に
大
き
な
期

待
が
持
た
れ
る
一
方
で
「
目
標
の
達
成
は
単
な
る
楽

観
的
空
想
」
な
ど
の
シ
ニ
カ
ル
な
見
方
も
あ
る
。
欧

州
経
済
共
同
体
（
Ｅ
Ｅ
Ｃ
）
を
連
想
さ
せ
る
名
称
と

と
も
に
、
Ａ
Ｅ
Ｃ
の
進
展
状
況
に
つ
い
て
詳
し
い

情
報
が
少
な
い
た
め
で
あ
ろ
う
。
Ａ
Ｅ
Ｃ
創
設
の

率
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
６
が
９
９
・
２
％
、
Ｃ
Ｌ
Ｍ
Ｖ
が

９
０
・
９
％
で
全
体
で
は
９
５
・
９
％
で
あ
る
。

Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
が
開
始
さ
れ
た
理
由
は
、
１
９
９
０
年

代
初
め
に
中
国
投
資
ブ
ー
ム
が
起
き
た
こ
と
が
あ
る
。

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
外
国
投
資
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
工

業
化
を
進
め
経
済
を
発
展
さ
せ
て
き
た
が
、
中
国
に

外
国
投
資
が
集
中
す
る
こ
と
を
懸
念
し
た
こ
と
が
背

景
に
あ
る
。

Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
が
当
初
目
標
を
実
現
し
た
２
０
０
２
年

に
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
経
済
共
同
体
（
Ａ
Ｅ
Ｃ
）
構
想
が
出
て

き
た
。
Ａ
Ｅ
Ｃ
を
提
案
し
た
の
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の

ゴ
ー
・
チ
ョ
ク
ト
ン
首
相
（
当
時
）で
あ
り
、
中
国
と

イ
ン
ド
の
台
頭
の
中
で
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
が
埋
没
し
て
し

ま
い
外
国
投
資
先
と
し
て
魅
力
が
薄
れ
て
し
ま
う
こ

(10) (8) (6) (4) (1)(12)

　

<

目

　
　
　次 >

○ 

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
経
済
共
同
体
の
創
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　…

…

石 

川  

幸 

一 …

○ 

Ｔ
Ｐ
Ｐ
合
意
と
メ
ガ
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
潮
流

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  …

…

馬 

田  

啓 

一 …

○ 

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
経
済
共
同
体
の
成
立
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
の
４
本
柱
国
際
協
力
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   …

…

朽 

木  

昭 

文 …

○ 

台
湾
の
葬
儀
（
下
）

　
　
　
　
　
　
　
　           …

…

岡 

崎  

幸 

司 …

○ 

大
統
領
選
挙
後
の
ス
リ
ラ
ン
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 …

…

荒 

井  

悦 

代 …

○ 『
ア
ジ
ア
の
窓
』  

       

単
品
で
す
か
？
そ
れ
と
も
セ
ッ
ト
で
す
か
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 …

…

奥 

田  

　 

聡 …

ISSN　0385-0838

第 161 号

発行所

亜細亜大学アジア研究所

東京都武蔵野市境 5-24-10

電話 0422 (54) 3111

郵便番号 180-8629

石　

川　

幸　

一

２
０
１
５
年
末
で
何
が
変
わ
る
の
だ
ろ
う
か
。

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
経
済
統
合
と
Ａ
Ｅ
Ｃ

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
経
済
統
合
は
１
９
９
２
年
に
合
意

さ
れ
１
９
９
３
年
か
ら
開
始
さ
れ
た
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

自
由
貿
易
地
域（
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
に
始
ま
る
。
Ａ
Ｆ
Ｔ

Ａ
は
２
０
０
８
年
を
目
標
に
域
内
関
税
率
を
５
％
以

下
に
削
減
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
目
標
年
次
は
そ
の

後
２
０
０
２
年
に
繰
上
げ
さ
れ
た
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の

先
進
国
で
あ
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
６
は
２
０
０
２
年
（
一

部
品
目
は
２
０
０
３
年
）
に
当
初
の
目
標
を
実
現

し
、
２
０
１
０
年
に
は
関
税
を
撤
廃
し
た
。
Ｃ
Ｌ
Ｍ

Ｖ
（
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ラ
オ
ス
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ベ
ト

ナ
ム
）
は
２
０
１
５
年
に
９
３
％
品
目
の
関
税
を
撤

廃
し
、
２
０
１
８
年
に
は
残
り
７
％
の
品
目
を
撤
廃

す
る
計
画
で
あ
る
。
２
０
１
５
年
10
月
の
関
税
撤
廃
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と
に
危
機
感
を
抱
い
た
た
め
で
あ
る
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

へ
の
外
国
直
接
投
資
の
失
速
を
避
け
る
た
め
に
、
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
「
経
済
統
合
に
真
剣
に
取
り
組
み
、
統

合
の
明
確
な
目
標
と
計
画
を
持
っ
て
い
る
」
こ
と
を

投
資
家
に
理
解
し
て
も
ら
わ
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え

た
の
で
あ
る
。
ゴ
ー
首
相
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
経
済
共
同

体（
Ａ
Ｅ
Ｃ
）を
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
自
由
貿
易

地
域
）の
次
の
段
階
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
経
済
統
合
と
し

て
２
０
０
２
年
の
首
脳
会
議
で
提
案
し
た
。
Ａ
Ｆ
Ｔ

Ａ
は
物
品
貿
易
の
自
由
化
（
関
税
削
減
）を
目
標
と
し

て
お
り
、
サ
ー
ビ
ス
貿
易
や
投
資
な
ど
に
自
由
化
の

範
囲
を
拡
大
す
る
「
深
い
統
合
」
を
目
標
と
す
る
こ
と

に
な
る
。

単
一
の
市
場
と
生
産
基
地
を
目
指
す

Ａ
Ｅ
Ｃ
の
目
指
す
統
合
を
具
体
的
に
示
し
た
の
は
、

２
０
０
７
年
に
発
表
さ
れ
た
Ａ
Ｅ
Ｃ
ブ
ル
ー
プ
リ
ン

ト
で
あ
る
。
ブ
ル
ー
プ
リ
ン
ト
に
よ
る
と
、
Ａ
Ｅ
Ｃ

の
４
大
目
標
は
、
①
単
一
の
市
場
と
生
産
基
地
（
市

場
統
合
）、
②
競
争
力
の
あ
る
地
域
（
輸
送
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
競
争
政
策
な
ど
）、
③
公
平
な

経
済
発
展（
格
差
是
正
と
中
小
企
業
）、
④
グ
ロ
ー
バ

ル
な
経
済
へ
の
統
合（
域
外
と
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
で
あ
る
。

Ａ
Ｅ
Ｃ
の
中
核
は
、「
単
一
の
市
場
と
生
産
基
地
」、

す
な
わ
ち
市
場
統
合
で
あ
り
、「
物
品
、
サ
ー
ビ
ス
、

投
資
、
熟
練
労
働
者
の
自
由
な
移
動
、
資
本
の
よ
り

自
由
な
移
動
」
の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
。「
物
品
、

サ
ー
ビ
ス
、
資
本
、
人
の
移
動
」
が
自
由
化
さ
れ
る

経
済
統
合
は
「
共
同
市
場
」
で
あ
り
、
Ｅ
Ｕ（
欧
州
連

合
、
１
９
９
３
年
実
現
）
が
そ
の
例
で
あ
る
。
Ａ
Ｅ

で
あ
る
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
「
陸
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
（
大

陸
部
）」
と
「
海
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ（
島
嶼
部
）」
に
分
け

ら
れ
る
。「
陸
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
」
で
は
、
ベ
ト
ナ
ム
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ラ
オ
ス
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
貧
し
く
工

業
化
も
遅
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
国
は
永
年
戦
争
や

内
戦
に
苦
し
ん
で
き
た
歴
史
を
持
ち
道
路
・
鉄
道
な

ど
輸
送
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
遅
れ
て
い
る
。「
海
の
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
」
で
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
フ
ィ
リ
ピ
ン

な
ど
島
嶼
国
を
中
心
に
港
湾
な
ど
の
整
備
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
物
品
の
自
由
・
円
滑
な
移
動
に
は
、

関
税
の
撤
廃
に
加
え
て
、
輸
送
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が

必
要
で
あ
る
。

輸
送
の
統
合
・
協
力
な
ど
に
つ
い
て
は
、

２
０
１
０
年
に
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
連
結
性
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン（
Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｃ
）が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｃ
は
、

①
物
的
連
結
性
、
②
制
度
的
連
結
性
、
③
人
と
人
の

連
結
性
の
３
つ
の
連
結
性
を
掲
げ
１
９
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
提
示
し
て
い
る
。

物
的
連
結
性
は
ハ
ー
ド
・
イ
ン
フ
ラ
の
建
設
・
整

備
で
あ
る
。
陸
上
交
通
に
つ
い
て
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

高
速
道
路
網
（
Ａ
Ｈ
Ｎ
）
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
昆
明
鉄

道
（
Ｓ
Ｋ
Ｒ
Ｌ
）
が
２
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。

道
路
、
鉄
道
と
も
ラ
オ
ス
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
の
未
接
続
部
分
の
建
設
や
補
修
が
課
題
で
あ

る
。
制
度
的
連
結
性
は
、
協
定
な
ど
の
整
備
・
締
結

を
行
う
も
の
で
あ
り
、
輸
送
で
は
複
数
の
国
境
を
超

え
て
ス
ム
ー
ズ
に
貨
物
輸
送
を
行
な
う
越
境
交
通
の

円
滑
化
を
目
標
と
し
て
い
る
。
円
滑
な
越
境
交
通
の

実
現
の
た
め
に
は
越
境
道
路
と
越
境
地
点
、
運
送
車

両
の
種
類
と
台
数
、
検
疫
な
ど
多
く
の
事
項
と
手
続

Ｃ
の
市
場
統
合
は
「
共
同
市
場
」
で
は
な
い
。
物
品

の
貿
易
で
は
原
産
地
規
則
を
満
た
し
た
産
品
が
対
象

で
あ
り
、
サ
ー
ビ
ス
貿
易
や
投
資
は
規
制
や
例
外
が

残
さ
れ
、
人
の
移
動
は
熟
練
労
働
者
の
み
で
単
純
労

働
者
は
対
象
外
で
あ
る
。
Ａ
Ｅ
Ｃ
の
市
場
統
合
の
目

標
は
日
本
が
結
ん
で
い
る
Ｅ
Ｐ
Ａ（
経
済
連
携
協
定
）

に
近
い
。

Ａ
Ｅ
Ｃ
の
統
合
の
基
本
原
理
は
、
Ｅ
Ｕ
と
大
き
く

異
な
っ
て
い
る
。
Ｅ
Ｕ
で
は
市
場
統
合
に
つ
い
て
は
Ｅ

Ｕ
の
法
律
や
規
定
が
各
国
の
法
律
に
優
先
す
る
な
ど
各

国
が
国
家
主
権
を
Ｅ
Ｕ
に
委
譲
し
て
い
る
。
し
か
し
、

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
国
家
主
権
の
委
譲
は
全
く
行
っ
て
い
な

い
。
こ
れ
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
が
創
設
以
来
内
政
不
干
渉

を
基
本
理
念
と
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
Ａ
Ｅ
Ｃ
は
主

権
国
家
が
協
力
し
て
行
う
経
済
統
合
で
あ
る
。

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
で
決
定
し
た
自
由
化
を
実
行
す
る
の
は

加
盟
各
国
で
あ
る
。
各
国
で
は
自
由
化
に
対
す
る
反
対

意
見
や
抵
抗
勢
力
の
た
め
ス
ム
ー
ズ
に
は
進
む
と
は
限

ら
な
い
。
し
か
し
、
ペ
ナ
ル
テ
ィ
を
設
け
て
無
理
や
り

実
行
さ
せ
る
こ
と
は
内
政
干
渉
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ

の
た
め
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
で
の
統
合
は
時
間
を
十
分
に
か

け
て
無
理
せ
ず
に
段
階
的
に
進
め
て
き
た
。

重
要
な
輸
送
面
の
協
力

Ａ
Ｅ
Ｃ
は
市
場
統
合
だ
け
で
な
く
、
競
争
力
の
あ

る
経
済
地
域
、
公
平
な
経
済
発
展
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な

経
済
と
の
統
合
も
目
的
に
し
て
い
る
。
Ａ
Ｅ
Ｃ
は
市

場
統
合
で
は
Ｅ
Ｐ
Ａ
に
類
似
し
て
い
る
が
、
Ｅ
Ｐ
Ａ

よ
り
も
広
い
分
野
を
対
象
と
す
る
壮
大
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
あ
る
。
と
く
に
重
要
な
の
は
輸
送
面
の
協
力
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き
な
ど
を
関
連
す
る
国
の
間
で
決
め
ね
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
た
め
の
協
定
で
あ
る
輸
送
円
滑
化
に
関
す

る
３
つ
の
枠
組
み
協
定
、「
通
過
貨
物
円
滑
化
枠
組

み
協
定
」、「
複
合
一
貫
輸
送
枠
組
み
協
定
」、「
国
家

間
の
輸
送
円
滑
化
枠
組
み
協
定
」
の
締
結
・
発
効
が

課
題
で
あ
る
。

Ａ
Ｅ
Ｃ
は
ど
こ
ま
で
進
ん
で
い
る
の
か

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
Ａ
Ｅ
Ｃ
ブ
ル
ー
プ
リ
ン
ト
の
実
行

状
況
を
ス
コ
ア
カ
ー
ド
に
よ
り
発
表
し
て
き
た
。

２
０
１
２
年
に
発
表
さ
れ
た
前
半
４
年
間
の
ス
コ
ア

カ
ー
ド
の
実
施
率
は
６
７
・
５
％
だ
っ
た
。
第
２
７

回
首
脳
会
議
で
発
表
さ
れ
た
２
０
１
５
年
10
月
末
時

点
で
実
施
率
は
９
２
・
７
％
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

は
、
実
施
済
の
措
置
と
優
先
実
施
措
置
を
母
数
と
し

た
場
合
の
実
施
率
で
あ
り
、
全
て
の
措
置
を
母
数
と

す
る
と
実
施
率
は
７
９
・
２
％
と
な
る
。
12
月
末
時

点
で
の
１
０
０
％
実
施
は
無
理
で
あ
る
。

最
も
重
要
な
関
税
撤
廃
は
予
定
通
り
進
ん
で
い

る
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
６
は
２
０
１
０
年
に
関
税
を
撤
廃

し
た
し
、
Ｃ
Ｌ
Ｍ
Ｖ
（
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ラ
オ
ス
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
、
ベ
ト
ナ
ム
）
は
、
２
０
１
５
年
１
月
に

９
３
％
の
関
税
を
撤
廃
し
て
お
り
、
残
り
の
７
％
を

２
０
１
８
年
１
月
に
撤
廃
す
る
。
２
０
１
５
年
10
月

末
の
自
由
化
率
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
６
が
９
９
・
２
％
、

Ｃ
Ｌ
Ｍ
Ｖ
が
９
０
・
９
％
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
全
体
で
は

９
５
・
９
％
で
あ
る
。
２
０
１
８
年
に
は
自
由
化
率

９
９
％
の
世
界
で
も
非
常
に
自
由
化
レ
ベ
ル
の
高
い

自
由
貿
易
地
域
（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
が
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
で
実
現

す
る
。
一
方
で
、
非
関
税
障
壁
の
撤
廃
は
進
ん
で
い

な
い
。
代
表
的
な
非
関
税
障
壁
は
工
業
製
品
や
食
品

の
基
準
・
規
格
で
あ
り
、
健
康
や
環
境
の
保
護
の
た

め
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
も
の
も
多
く
、
撤
廃
は
先

進
国
で
も
難
し
い
。
非
関
税
障
壁
撤
廃
に
は
、
基
準
・

規
格
を
各
国
が
お
互
い
に
認
め
合
う
相
互
承
認
が
効

果
的
で
あ
る
が
、
実
現
に
は
時
間
を
要
す
る
か
ら
だ
。

サ
ー
ビ
ス
貿
易
は
全
分
野
の
自
由
化
を
目
標
に
し

て
い
る
が
、
交
渉
は
遅
れ
気
味
で
あ
り
、
２
０
１
５

年
末
時
点
で
は
、
自
由
化
さ
れ
な
い
分
野
が
残
さ
れ

る
。
銀
行
や
コ
ン
ビ
ニ
の
海
外
進
出
な
ど
サ
ー
ビ
ス

分
野
の
投
資
（
サ
ー
ビ
ス
貿
易
の
第
３
モ
ー
ド
と
呼

ば
れ
る
）は
、
外
資
１
０
０
％
出
資
で
は
な
く
外
資

出
資
比
率
７
０
％
が
目
標
で
あ
る
。
金
融
サ
ー
ビ
ス

自
由
化
の
目
標
は
２
０
２
０
年
と
な
っ
て
い
る
。
人

の
自
由
な
移
動
は
熟
練
労
働
者
が
対
象
で
あ
り
単
純

労
働
者
は
対
象
外
と
な
っ
て
い
る
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と

そ
の
他
の
地
域
と
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
は
日
中
韓
印
豪
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
と
の
６
カ
国
と
の
間
で
５
つ
の
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
＋
１
Ｆ
Ｔ
Ａ
が
す
で
に
締
結
・
発
効
し
て
い
る
。

広
域
Ｆ
Ｔ
Ａ
と
し
て
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
日
中
韓
印
豪
Ｎ

Ｚ
（
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
）の
６
カ
国
で
交
渉
中
の

Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
（
東
ア
ジ
ア
地
域
包
括
的
経
済
連
携
協
定
）

は
イ
ン
ド
が
自
由
化
に
消
極
的
で
あ
り
、
合
意
は

２
０
１
６
年
に
延
期
さ
れ
た
。
自
由
化
が
遅
れ
た
分

野
は
２
０
１
６
年
以
降
も
自
由
化
を
続
け
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
域
内
関
税
撤
廃
と
対
外
Ｆ
Ｔ
Ａ
を

除
く
と
目
標
を
１
０
０
％
実
現
す
る
こ
と
は
不
可
能

だ
。
非
関
税
障
壁
撤
廃
、
サ
ー
ビ
ス
貿
易
自
由
化
や

イ
ン
フ
ラ
建
設
な
ど
は
２
０
１
６
年
以
降
も
継
続
さ

れ
る
。
そ
の
意
味
で
２
０
１
５
年
末
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

経
済
共
同
体
の
創
設
は
「
通
過
点
」
で
あ
り
、
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
は
Ａ
Ｅ
Ｃ
２
０
２
５
計
画
を
年
内
に
発
表
す

る
予
定
で
あ
る
。

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
へ
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
影
響

 

難
航
し
て
い
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
経
済
連
携
協

定
）
交
渉
は
２
０
１
５
年
10
月
５
日
に
合
意
し
た
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
か
ら
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

ブ
ル
ネ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
４
カ
国
が

参
加
し
て
い
る
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
か
ら
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加

国
は
増
え
る
だ
ろ
う
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
国
に
と
り

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
米
国
と
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
意
味
す
る
。
米
国
は

依
然
と
し
て
重
要
な
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
輸
出
市
場
で
あ

り
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
し
な
い
と
対
米
輸
出
で
不
利
に

な
る
か
ら
だ
（
米
国
と
二
国
間
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
結
ん
で
い

る
の
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
み
で
あ
る
）。
た
と
え
ば
、

米
国
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
利
用
し
て
無
税
で
輸
出
す
る
に
は

原
産
地
規
則
を
満
た
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
Ａ
Ｅ
Ｃ
の
自
由
化
を
促
進
す
る
だ
ろ
う
。

そ
の
例
と
し
て
政
府
調
達
が
あ
げ
ら
れ
る
。
Ａ
Ｅ
Ｃ

で
は
政
府
調
達
は
自
由
化
の
対
象
外
で
あ
る
。
し
か

し
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
は
政
府
調
達
の
開
放
は
重
要
な
分
野

で
あ
り
、
マ
レ
ー
シ
ア
や
ベ
ト
ナ
ム
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
よ

り
初
め
て
政
府
調
達
を
開
放
し
た
。
そ
の
た
め
、
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
国
に
は
開
放
し
て
い
な
い
が
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
参
加
国
に
は
政
府
調
達
を
開
放
し
て
い
る
と
い
う

ね
じ
れ
現
象
が
生
じ
て
し
ま
っ
た
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加

盟
国
へ
の
政
府
調
達
の
開
放
が
課
題
と
な
る
だ
ろ
う
。

（
い
し
か
わ　

こ
う
い
ち
・
ア
ジ
ア
研
究
所
教
授
）
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ス
リ
ラ
ン
カ
で
は
、
２
０
０
９
年
５
月
に
２
６
年

間
継
続
し
て
い
た
、タ
ミ
ル
・
イ
ー
ラ
ム
開
放
の
虎
（
Ｌ

Ｔ
Ｔ
Ｅ
）
と
の
内
戦
が
終
結
し
た
。
内
戦
後
は
分
断

さ
れ
た
社
会
の
復
興
や
経
済
の
発
展
に
向
け
て
国
力

が
集
中
で
き
る
と
期
待
が
高
ま
っ
て
い
た
。
イ
ン
フ

ラ
開
発
と
い
う
面
で
は
急
速
な
発
展
を
遂
げ
た
。
し

か
し
政
治
面
で
は
マ
ヒ
ン
ダ
・
ラ
ー
ジ
ャ
パ
ク
サ
大

統
領
に
よ
る
権
威
主
義
的
・
一
族
独
裁
的
な
体
制
が

で
き
あ
が
り
つ
つ
あ
っ
た
。

２
０
１
５
年
１
月
に
ラ
ー
ジ
ャ
パ
ク
サ
に
と
っ
て

は
３
期
目
と
な
る
大
統
領
選
挙
が
行
わ
れ
る
こ
と
が

決
定
し
た
際
、
知
識
人
ら
は
民
主
主
義
の
終
わ
り
と

嘆
い
た
。
し
か
し
、
与
党
連
合
Ｕ
Ｐ
Ｆ
Ａ
の
最
大
政

党
ス
リ
ラ
ン
カ
自
由
党
（
Ｓ
Ｌ
Ｆ
Ｐ
）
の
幹
事
長
の

マ
イ
ト
リ
パ
ー
ラ
・
シ
リ
セ
ー
ナ
が
党
を
離
脱
し
、

統
一
国
民
党
（
Ｕ
Ｎ
Ｐ
）
や
少
数
政
党
と
と
も
に
野

党
共
通
候
補
と
し
て
立
候
補
す
る
こ
と
に
な
り
、
情

勢
は
一
変
し
た
。

シ
リ
セ
ー
ナ
陣
営
は
、
執
行
大
統
領
制
廃
止
な
ど

の
憲
法
改
正
、汚
職･

腐
敗
お
よ
び
一
族
支
配
の
撲
滅
、

法
の
支
配
の
復
活
な
ど
を
主
張
し
た
。
一
方
ラ
ー
ジ
ャ

パ
ク
サ
は
在
任
中
の
イ
ン
フ
ラ
開
発
や
政
治
的
安
定
、

内
戦
終
結
の
功
績
を
う
っ
た
え
た
。

荒　

井　

悦　

代

　

大
統
領
選
挙
後
の
ス
リ
ラ
ン
カ

結
果
は
ラ
ー
ジ
ャ
パ
ク
サ
５
７
６
万
票
、シ
リ
セ
ー

ナ
６
２
１
万
票
と
予
想
さ
れ
て
い
た
よ
り
も
差
を
つ

け
て
シ
リ
セ
ー
ナ
が
勝
利
し
た
。
平
和
裏
に
大
統
領

が
交
代
し
、
シ
リ
セ
ー
ナ
大
統
領
は
公
約
通
り
Ｕ
Ｎ

Ｐ
党
首
の
ラ
ニ
ル
・
ウ
ィ
ク
レ
マ
シ
ン
ハ
を
首
相
に

任
命
し
た
の
で
、与
野
党
も
交
代
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

大
統
領
の
就
任
・
新
政
権
へ
の
交
代
直
後
か
ら
矢

継
ぎ
早
の
改
革
が
な
さ
れ
た
。
北
部
州
知
事
の
交
代

や
、
コ
ロ
ン
ボ
の
高
度
警
戒
地
区
の
解
除
、
汚
職
対

策
委
員
会
の
設
置
、
お
よ
び
大
規
模
イ
ン
フ
ラ
事
業

の
見
直
し
委
員
会
の
設
置
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
公
約
の
１
０
０
日
以
内
に
は
実
現
で
き

な
か
っ
た
も
の
の
、
大
統
領
の
権
限
縮
小
を
主
眼
と

す
る
憲
法
改
正
を
成
し
遂
げ
た
。
そ
の
後
は
少
数
与

党
で
あ
る
こ
と
か
ら
さ
ら
な
る
改
革
は
頓
挫
し
た
。

２
０
１
５
年
８
月
に
行
わ
れ
た
国
会
議
員
選
挙
で

は
、
復
活
を
望
む
声
に
押
さ
れ
て
ラ
ー
ジ
ャ
パ
ク
サ

も
立
候
補
し
、
も
し
Ｓ
Ｌ
Ｆ
Ｐ
が
勝
利
し
た
な
ら
ば

首
相
に
な
る
可
能
性
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
混
乱
が
予

想
さ
れ
た
。
し
か
し
国
民
は
１
月
か
ら
の
新
政
権
の

施
策
を
支
持
し
た
形
と
な
っ
た
。

選
挙
後
は
、
Ｓ
Ｌ
Ｆ
Ｐ
と
Ｕ
Ｎ
Ｐ
の
二
大
政
党
が

国
民
政
府
を
樹
立
し
、安
定
的
な
政
権
が
成
立
し
た
。

二
党
の
間
に
は
ま
だ
ま
だ
調
整
す
べ
き
点
が
残
っ
て

お
り
、
ス
リ
ラ
ン
カ
が
抱
え
る
問
題
の
全
て
に
解
決

案
を
提
示
で
き
る
か
ど
う
か
は
未
だ
に
不
透
明
で
あ

る
も
の
の
、
当
面
は
政
治
的
安
定
が
確
保
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
外
交
面
で
も
各
国
と
の
関
係
は
好
転
し

て
い
る
。
た
だ
し
そ
れ
は
新
政
権
が
、
前
政
権
の
中

国
依
存
と
も
い
え
る
外
交
か
ら
の
決
別
を
宣
言
し
た

か
ら
で
あ
る
。

ス
リ
ラ
ン
カ
と
中
国
と
の
近
年
の
関
係
は
、
内
戦

中
の
武
器
取
引
、
２
０
０
４
年
末
の
イ
ン
ド
洋
津
波

後
の
支
援
な
ど
か
ら
強
化
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
し
て

２
０
０
５
年
に
ラ
ー
ジ
ャ
パ
ク
サ
が
大
統
領
に
就
任
す

る
と
、
そ
の
関
係
は
ま
す
ま
す
強
ま
っ
て
い
っ
た
。

２
０
０
９
年
の
内
戦
終
結
に
際
し
戦
争
犯
罪
や
人
権

侵
害
が
問
題
化
し
、
ス
リ
ラ
ン
カ
は
国
際
社
会
で
孤
立

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
中
国
は
国
際
会
議
の
場

で
ス
リ
ラ
ン
カ
を
支
援
し
た
。
さ
ら
に
内
戦
復
興
に
必

要
な
資
金
も
潤
沢
に
提
供
し
て
く
れ
た
。
そ
の
結
果
、

大
規
模
経
済
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が
迅
速
に
進
ん
だ
。

イ
ン
フ
ラ
は
、
内
戦
の
被
害
を
受
け
た
北･

東
部

だ
け
で
な
く
、
南
部
地
域
に
も
多
数
整
備
さ
れ
、
手

に
触
れ
る
こ
と
の
で
き
る
平
和
の
恩
恵
と
し
て
ラ
ー

ジ
ャ
パ
ク
サ
の
内
戦
後
の
功
績
と
見
な
さ
れ
、
そ
の

地
位
を
揺
る
ぎ
な
い
も
の
と
し
た
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
経
済
合
理

性
を
欠
い
て
い
た
。
つ
ま
り
政
治
的
に
利
用
さ
れ
て

い
た
と
も
い
え
る
。
ラ
ー
ジ
ャ
パ
ク
サ
お
よ
び
そ
の

一
族
た
ち
は
こ
れ
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
不
正
に

利
益
を
得
て
い
た
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
中

国
は
ス
リ
ラ
ン
カ
の
地
政
学
的
優
位
性
に
注
目
し
て
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効
果
が
不
明
な
こ
と
、
地
域
貢
献
が
な
い
こ
と
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
一
般
的
な
国
際
金
融
機
関
よ
り

も
返
済
条
件
が
厳
し
い
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

中
国
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
規
模
は
大
き
か
っ
た
た
め
、

歪
み
も
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
ラ
ー
ジ
ャ
パ

ク
サ
と
の
関
係
が
強
ま
り
、
ラ
ー
ジ
ャ
パ
ク
サ
一
族

の
羽
振
り
が
良
く
な
る
ほ
ど
、
中
国
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
中
国
に
過
度
に
依
存
す
る
ラ
ー
ジ
ャ
パ
ク
サ
政
権

へ
の
不
信
感
も
生
じ
て
き
て
い
た
。

２
０
１
４
年
９
月
の
中
国
潜
水
艦
の
コ
ロ
ン
ボ
寄
港

は
、
イ
ン
ド
を
強
く
刺
激
し
た
。
折
し
も
習
近
平
国
家

主
席
の
ス
リ
ラ
ン
カ
訪
問
と
重
な
っ
て
お
り
、
両
国
の

関
係
が
最
高
潮
に
達
し
て
い
た
時
期
で
あ
っ
た
。

大
統
領
選
挙
運
動
中
、
野
党
勢
力
は
ラ
ー
ジ
ャ
パ

ク
サ
一
族
支
配
や
政
権
の
汚
職
・
不
正
行
為
を
追
求

し
て
い
た
が
、
そ
の
背
景
に
あ
っ
た
の
は
、
明
言
は

し
て
い
な
か
っ
た
が
、中
国
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
っ
た
。

新
政
権
は
、
１
月
の
発
足
後
す
ぐ
に
イ
ン
フ
ラ
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
見
直
し
委
員
会
を
設
定
し
た
ほ
か
、

３
月
に
は
鳴
り
物
入
り
で
始
ま
っ
た
ポ
ー
ト
シ
テ
ィ･

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
Ｐ
Ｃ
Ｐ
、
コ
ロ
ン
ボ
港
南
側
コ
ン

テ
ナ
の
南
を
埋
め
立
て
、
新
都
市
を
建
設
す
る
不
動

産
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
の
中
断
を
決
定
し
た
。
中
国
企

業
に
よ
る
１
４
億
㌦
の
直
接
投
資
案
件
で
あ
る
。

中
国
へ
の
依
存
を
打
ち
切
っ
た
ス
リ
ラ
ン
カ
と
ア

メ
リ
カ
を
は
じ
め
と
す
る
西
側
諸
国
、
お
よ
び
イ
ン

ド
と
の
関
係
は
、
長
年
懸
案
だ
っ
た
人
権
問
題
に
つ

い
て
さ
え
良
好
に
推
移
し
て
い
る
。

た
だ
し
、新
政
権
に
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

ス
リ
ラ
ン
カ
に
は
ま
だ
ま
だ
イ
ン
フ
ラ
建
設
の
た
め

の
資
金
援
助
が
必
要
で
あ
る
し
、
こ
れ
か
ら
の
経
済

発
展
の
た
め
に
は
直
接
投
資
も
必
要
で
あ
る
。
西
欧

諸
国
と
の
関
係
が
良
好
に
な
っ
た
と
は
い
え
、
直
接

投
資
が
一
気
に
増
え
る
見
込
み
は
な
い
。
中
国
か
ら

の
資
金
は
魅
力
的
で
あ
る
。

ま
た
、Ｐ
Ｃ
Ｐ
は
国
家
と
国
家
の
借
款
で
は
な
く
、

国
有
企
業
で
は
あ
る
も
の
の
直
接
投
資
で
あ
る
。
３

月
の
中
止
命
令
の
理
由
は
正
式
な
手
続
き
を
踏
ん
で

い
な
い
と
い
う
も
の
だ
っ
た
に
せ
よ
、
政
治
的
な
理

由
で
の
変
更
は
、
直
接
投
資
を
呼
び
込
み
た
い
ス
リ

ラ
ン
カ
に
と
っ
て
好
ま
し
く
な
い
。
Ｐ
Ｃ
Ｐ
は
停
止

命
令
の
時
点
で
１
３
％
の
作
業
が
進
行
し
て
お
り
、

停
止
期
間
中
も
コ
ス
ト
が
発
生
し
て
い
る
。プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
中
止
と
な
れ
ば
違
約
金
も
発
生
す
る
が
、
そ

れ
は
ス
リ
ラ
ン
カ
に
と
っ
て
国
家
を
揺
る
が
す
ほ
ど

大
き
な
額
で
あ
る
。

ス
リ
ラ
ン
カ
の
新
政
権
は
契
約
内
容
を
見
直
し
た

上
で
Ｐ
Ｃ
Ｐ
を
再
開
さ
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

２
０
１
５
年
11
月
末
、
二
大
政
党
に
よ
る
国
民
政
府

を
成
立
さ
せ
た
功
績
に
よ
っ
て
シ
リ
セ
ー
ナ
大
統
領
が

２
０
１
６
年
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
候
補
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト

さ
れ
そ
う
だ
と
の
報
告
が
ス
リ
ラ
ン
カ
国
会
で
な
さ
れ

た
。
世
界
情
勢
が
混
乱
す
る
中
で
、
民
主
的
な
手
続
き

を
全
う
し
て
政
権
交
代
し
、
改
革
を
進
め
た
小
さ
な
国

の
一
人
の
政
治
家
に
希
望
の
光
を
見
い
だ
し
た
の
か
も

し
れ
な
い
。
今
後
は
中
国
と
の
問
題
解
決
に
新
た
な
手

腕
が
問
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
あ
ら
い  

え
つ
よ
・
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所

動
向
分
析
研
究
グ
ル
ー
プ
長
代
理
）

い
た
。
す
な
わ
ち
「
真
珠
の
首
飾
り
戦
略
」
の
一
部

と
し
て
、
あ
る
い
は
一
帯
一
路
・
海
の
シ
ル
ク
ロ
ー

ド
に
お
け
る
欠
か
せ
な
い
パ
ー
ツ
と
し
て
の
ス
リ
ラ

ン
カ
を
取
り
込
む
意
図
が
あ
っ
た
。
ス
リ
ラ
ン
カ
南

部
の
ハ
ン
バ
ン
ト
タ
港
は
そ
の
象
徴
で
あ
る
。

中
国
と
ス
リ
ラ
ン
カ
，
あ
る
い
は
ラ
ー
ジ
ャ
パ
ク

サ
一
族
と
の
関
係
は
蜜
月
状
態
に
あ
っ
た
も
の
の
、

同
時
に
様
々
な
歪
み
を
伴
っ
て
い
た
。
ス
リ
ラ
ン
カ

の
国
際
的
な
孤
立
（
イ
ン
ド
、
国
際
社
会
）、
汚
職
・

不
正
疑
惑
、
経
済
的
な
負
担
な
ど
で
あ
る
。

ま
ず
隣
国
の
イ
ン
ド
を
刺
激
し
た
。
イ
ン
ド
は
ス

リ
ラ
ン
カ
に
お
け
る
中
国
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
拡
大
を

懸
念
し
て
、
北
部
支
援
を
拡
大
す
る
な
ど
対
抗
意
識

を
燃
や
し
て
い
た
。
ス
リ
ラ
ン
カ
は
結
果
的
に
二
国

を
競
わ
せ
て
援
助
を
引
き
出
し
て
い
た
。

西
欧
諸
国
を
苛
立
た
せ
て
い
た
の
は
、
中
国
の
資

金
援
助
に
は
国
際
機
関
や
西
側
諸
国
の
よ
う
に
条
件

が
付
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
一
因
が
あ
る
。
ス
リ
ラ

ン
カ
と
し
て
は
、
中
国
や
イ
ン
ド
か
ら
十
分
な
援
助

が
得
ら
れ
て
お
り
人
権
に
配
慮
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
が
な
く
な
っ
た
。
人
権
問
題
・
戦
争
犯
罪
を
め
ぐ

る
西
欧
諸
国
や
国
連
と
の
議
論
は
妥
協
点
が
見
い
だ

せ
な
い
ま
ま
と
な
っ
て
い
た
。

中
国
関
連
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
し
ば
し
ば
汚
職･

不
正
行
為
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
た
。
故
障
を
繰
り

返
す
ノ
ロ
ッ
チ
ョ
ラ
イ
火
力
発
電
所
や
莫
大
な
高
速

道
路
建
設
費
な
ど
が
問
題
視
さ
れ
，
そ
の
差
額
が
ラ
ー

ジ
ャ
パ
ク
サ
一
族
を
潤
し
て
い
る
と
信
じ
ら
れ
た
。

そ
し
て
経
済
的
な
負
担
と
は
、
中
国
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
、
経
済
合
理
性
を
欠
く
こ
と
，
多
く
建
設
後
の
経
済
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Ｔ
Ｐ
Ｐ（
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
）
交
渉

の
大
筋
合
意
で
、
広
域
の
メ
ガ
Ｆ
Ｔ
Ａ（
自
由
貿
易

協
定
）の
締
結
に
向
け
た
動
き
が
加
速
し
そ
う
だ
。

本
格
的
な
メ
ガ
Ｆ
Ｔ
Ａ
時
代
に
突
入
し
た
と
い
っ

て
よ
い
。
メ
ガ
Ｆ
Ｔ
Ａ
は
日
本
の
成
長
戦
略
の
柱
で

あ
る
。
日
本
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
他
に
も
、
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ（
東

ア
ジ
ア
地
域
包
括
的
経
済
連
携
）、
日
中
韓
Ｆ
Ｔ
Ａ
、

日
欧
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
交
渉
を
行
っ
て
い
る
。
以
下
、
加
速

す
る
メ
ガ
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
潮
流
と
Ｔ
Ｐ
Ｐ
大
筋
合
意
の

意
義
と
影
響
に
つ
い
て
鳥
瞰
し
た
い
。

■
新
ル
ー
ル
づ
く
り
の
主
役
は
メ
ガ
Ｆ
Ｔ
Ａ

Ｗ
Ｔ
Ｏ（
世
界
貿
易
機
関
）の
ド
ー
ハ
・
ラ
ウ
ン

ド
が
停
滞
す
る
中
で
、
主
要
国
の
通
商
政
策
の
軸
足

は
メ
ガ
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
シ
フ
ト
し
て
い
る
。
企
業
に
よ

る
国
際
生
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
大
と
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン（
供
給
網
）の
効
率
化
に
伴
い
、
従
来
の

枠
を
超
え
た
２
１
世
紀
型
の
貿
易
ル
ー
ル
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
そ
の
ル
ー
ル
づ
く
り
の
主
役
は
Ｗ
Ｔ

Ｏ
で
な
く
メ
ガ
Ｆ
Ｔ
Ａ
で
あ
る
。

メ
ガ
Ｆ
Ｔ
Ａ
締
結
に
向
け
た
動
き
の
背
景
に
は
、

加
速
す
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が

あ
る
。
原
材
料
の
調
達
か
ら
生
産
と
販
売
ま
で
、
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
効
率
化
が
企
業
の
競
争
力
を
左

右
す
る
。
こ
れ
が
２
１
世
紀
型
貿
易
の
特
徴
で
あ
る
。

企
業
の
国
際
生
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
結
び
つ
き
を
妨

げ
る
政
策
や
制
度
は
、
す
べ
て
貿
易
障
壁
と
な
っ
た
。

他
方
、
二
国
間
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
限
界
も
明
ら
か
と
な
っ

た
。
二
国
間
Ｆ
Ｔ
Ａ
で
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
一
部
し
か
カ
バ
ー
さ
れ
な
い
。
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
に
複
数
の
二
国

間
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
締
結
し
て
も
、
Ｆ
Ｔ
Ａ
ご
と
に
ル
ー
ル

（
例
え
ば
、原
産
地
規
則
）が
異
な
れ
ば
、企
業
に
と
っ

て
は
煩
雑
で
使
い
勝
手
が
悪
い
も
の
と
な
る
。

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
を
カ
バ
ー
す
る
に
は
、
メ

ガ
Ｆ
Ｔ
Ａ
が
必
要
だ
。
域
内
産
の
認
定
条
件
を
定
め
た

原
産
地
規
則
が
、
メ
ガ
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
よ
っ
て
統
一
さ
れ
、

し
か
も
、
現
地
調
達
比
率
で
も
域
内
の「
累
積
方
式
」

を
認
め
れ
ば
、
原
産
地
証
明
が
か
な
り
容
易
と
な
る
。

メ
ガ
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
よ
っ
て
、
企
業
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
効
率
化
が
可
能
と
な
り
、
網
の
目

の
よ
う
に
国
際
生
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
大
が
容
易
と

な
る
。
企
業
の
視
点
に
立
て
ば
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
よ
う
な
メ

ガ
Ｆ
Ｔ
Ａ
が
で
き
、
関
税
撤
廃
と
ル
ー
ル
が
統
一
さ
れ

る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
は
き
わ
め
て
大
き
い
。

■ 

土
壇
場
で
決
着
し
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉

「
２
１
世
紀
型
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
」
を
目
指
し
て

２
０
１
０
年
３
月
に
始
ま
っ
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
は
、
参

加
国
の
利
害
が
対
立
し
難
航
し
た
。
３
１
分
野
の
中

で
と
く
に
揉
め
た
の
は
、
物
品
市
場
ア
ク
セ
ス（
関

税
撤
廃
）、
投
資
、
知
的
財
産
権
、
国
有
企
業
な
ど
、

各
国
の
国
内
事
情
で
譲
歩
が
難
し
い
セ
ン
シ
テ
ィ

ブ
な
分
野
で
あ
る
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
の
潮
目
を
変
え
た
の
が
１
４
年
11
月

の
米
議
会
中
間
選
挙
で
あ
る
。
自
由
貿
易
に
前
向
き

な
野
党
の
共
和
党
が
上
下
両
院
と
も
勝
利
し
た
こ

と
で
、
皮
肉
に
も
レ
ー
ム
ダ
ッ
ク
の
オ
バ
マ
政
権
に

チ
ャ
ン
ス
が
訪
れ
た
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
後
ろ
向
き
な
与
党

民
主
党
に
代
わ
っ
て
共
和
党
の
協
力
を
取
り
付
け
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
不
可
欠
と
さ
れ
た
通
商
交
渉
の
権

限
を
大
統
領
に
委
ね
る
貿
易
促
進
権
限（
Ｔ
Ｐ
Ａ
）

法
案
を
１
５
年
６
月
、
上
下
両
院
と
も
薄
氷
の
採
決

で
あ
っ
た
が
可
決
・
成
立
さ
せ
た
。

Ｔ
Ｐ
Ａ
法
案
の
成
立
を
追
い
風
に
、
農
産
物
５
項

目（
コ
メ
、
麦
、
砂
糖
、
牛
・
豚
肉
、
乳
製
品
）
と

自
動
車
で
難
航
し
た
日
米
関
税
協
議
も
決
着
の
見
通

し
が
つ
き
、
交
渉
妥
結
へ
の
機
運
が
高
ま
る
中
、
参

加
１
２
カ
国
は
、
１
５
年
９
月
末
、
米
ア
ト
ラ
ン
タ

で
閣
僚
会
合
を
開
い
た
。
交
渉
は
、
医
薬
品
の
デ
ー

タ
保
護
期
間
、
乳
製
品
の
関
税
撤
廃
、
自
動
車
・
部

品
の
原
産
地
規
則
の
扱
い
を
め
ぐ
り
土
壇
場
ま
で
も

つ
れ
た
が
、
難
産
の
末
、
大
筋
合
意
に
こ
ぎ
つ
け
た
。

今
回
も
し
決
裂
す
れ
ば
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
は
年
単
位
で

漂
流
し
、
中
国
が
一
帯
一
路
構
想
と
Ａ
Ｉ
Ｉ
Ｂ
（
ア

ジ
ア
イ
ン
フ
ラ
投
資
銀
行
）
を
テ
コ
に
ア
ジ
ア
太
平

洋
の
主
導
権
争
い
で
勢
い
づ
く
と
の
警
戒
心
が
、
米

国
を
大
筋
合
意
へ
と
突
き
動
か
し
た
。

参
加
国
は
協
定
発
効
に
向
け
て
国
内
手
続
き
を
開
始

し
た
が
、
米
議
会
の
動
き
に
焦
点
が
集
ま
っ
て
い
る
。

署
名
は
、オ
バ
マ
が
11
月
初
に
議
会
に
通
知
し
た
の
で
、

９
０
日
後
の
１
６
年
２
月
以
降
と
な
る
。
そ
の
後
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
法
案
を
議
会
に
提
出
す
れ
ば
実
質
審
議
が
開
始
さ

れ
、
９
０
日
以
内
に
結
論
が
出
る
。
現
時
点
で
、
い
つ

議
会
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
法
案
を
提
出
す
る
か
は
不
透
明
だ
。
Ｔ

Ｐ
Ｐ
が
１
６
年
の
大
統
領
選
の
争
点
に
な
る
こ
と
は
確

実
で
、
米
議
会
の
動
向
次
第
で
は
手
続
き
が
大
統
領
選

後
に
先
送
り
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
合
意
と
メ
ガ
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
潮
流

馬　

田　

啓　

一
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交
渉
で
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
発
揮
す
る
と
い
う
Ｆ

Ｔ
Ａ
戦
略
の
シ
ナ
リ
オ
も
、
狂
い
が
生
じ
た
。

日
中
韓
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
つ
い
て
は
、
自
由
化
レ
ベ
ル
の

低
い
中
韓
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
締
結
が
先
行
し
た
結
果
、
高
い

レ
ベ
ル
の
合
意
が
難
し
く
な
っ
た
。
ま
た
、
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ+

６
カ
国
に
よ
る
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
の
交
渉
は
、
当

初
１
５
年
末
の
妥
結
を
目
指
し
て
い
た
が
、
交
渉
が

本
格
化
し
た
途
端
、
各
国
の
同
床
異
夢
が
露
呈
し
、

一
時
は
自
由
化
に
消
極
的
な
イ
ン
ド
を
外
す
先
行

合
意
案
も
浮
上
す
る
な
ど
交
渉
は
難
航
、
１
６
年
に

ず
れ
込
む
見
通
し
だ
。
こ
の
た
め
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
合
意
に

よ
っ
て
日
中
韓
Ｆ
Ｔ
Ａ
と
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
の
交
渉
に
弾

み
が
つ
く
こ
と
へ
の
期
待
が
膨
ら
ん
で
い
る
。

さ
ら
に
、
日
欧
Ｆ
Ｔ
Ａ
Ａ
Ｐ
も
越
年
が
決
ま
っ

た
。
日
欧
の
意
識
に
は
温
度
差
が
あ
る
。
韓
国
に
先

を
越
さ
れ
た
日
本
は
、
Ｅ
Ｕ
と
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
Ａ
Ｐ
交
渉

に
前
向
き
で
あ
る
。
Ｅ
Ｕ
が
自
動
車
と
家
電
に
か
け

て
い
る
高
関
税
を
撤
廃
さ
せ
た
い
か
ら
だ
。
一
方
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
対
抗
し
て
米
国
と
の
間
で
Ｔ
Ｔ
Ｉ
Ｐ
（
環

大
西
洋
貿
易
投
資
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
）
交
渉
を
開

始
し
た
Ｅ
Ｕ
は
、
こ
れ
ま
で
対
米
交
渉
を
優
先
し
、

対
日
交
渉
へ
の
盛
り
上
が
り
は
今
一
つ
で
あ
る
。
Ｔ

Ｐ
Ｐ
交
渉
で
日
本
が
ど
こ
ま
で
譲
歩
す
る
か
を
見

極
め
て
か
ら
カ
ー
ド
を
切
る
つ
も
り
だ
っ
た
。
Ｅ
Ｕ

は
日
本
市
場
で
乳
製
品
や
ワ
イ
ン
な
ど
で
Ｔ
Ｐ
Ｐ

参
加
国
と
競
合
し
て
い
る
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
合
意
は
Ｅ
Ｕ
を

焦
ら
せ
、
交
渉
に
前
向
き
に
さ
せ
る
だ
ろ
う
。

■ 

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
成
長
戦
略
の
要

日
本
の
成
長
戦
略
に
と
っ
て
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
合
意
は
喫

緊
の
課
題
で
あ
っ
た
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
ア
ジ
ア
太
平
洋
の

活
力
を
取
り
込
み
、
日
本
経
済
を
持
続
的
な
成
長
軌

道
に
乗
せ
る
重
要
な
手
段
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
合
意
に
も
と
づ
き
、
日
本
は
９
５
・
１
％

の
関
税
を
撤
廃
す
る
。
う
ち
農
産
品
は
８
１
％
で
あ

■ 

中
国
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
す
る
か

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
大
筋
合
意
に
中
国
が
焦
ら
な
い
筈
は
な

い
。
米
国
は
ポ
ス
ト
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
睨
み
、
将
来
的
に
は

中
国
も
含
め
て
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
国
を
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ（
ア
ジ

ア
太
平
洋
経
済
協
力
会
議
）
全
体
に
広
げ
、
Ｆ
Ｔ
Ａ

Ａ
Ｐ（
ア
ジ
ア
太
平
洋
自
由
貿
易
圏
）
を
実
現
し
よ

う
と
し
て
い
る
か
ら
だ
。
投
資
や
競
争
政
策
、
知
的

財
産
権
、
政
府
調
達
な
ど
で
問
題
の
多
い
中
国
に
対

し
て
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
条
件
と
し
て
、
政
府
が
国

有
企
業
を
通
じ
て
市
場
に
介
入
す
る
「
国
家
資
本
主

義
」
か
ら
の
転
換
と
ル
ー
ル
遵
守
を
迫
る
と
い
う
の

が
、
米
国
の
描
く
シ
ナ
リ
オ
で
あ
る
。

勿
論
、
中
国
が
ハ
ー
ド
ル
の
高
い
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
す
ぐ

参
加
す
る
可
能
性
は
低
い
。
し
か
し
、
ド
ミ
ノ
効
果

が
は
た
ら
き
、
韓
国
、
台
湾
、
タ
イ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
、
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
が
次
々
と

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
し
、
中
国
の
孤
立
が
現
実
味
を
帯
び

る
よ
う
に
な
れ
ば
、
中
国
は
参
加
を
決
断
す
る
だ
ろ

う
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
不
参
加
が
中
国
に
及
ぼ
す
不
利

益
（
貿
易
転
換
効
果
と
呼
ぶ
）
を
無
視
で
き
な
い
か

ら
だ
。１
３
年
９
月
上
海
に
設
立（
そ
の
後
、広
東
省
、

福
建
省
、
天
津
市
に
拡
大
）
さ
れ
た
「
中
国
自
由
貿

易
試
験
区
」
は
、
中
国
が
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
将

来
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
の
可
能
性
を
強
く
意
識
し
始
め

て
い
る
こ
と
の
表
れ
だ
ろ
う
。

■ 

他
の
メ
ガ
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
へ
の
弾
み

日
本
の
メ
ガ
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
は
ワ
ン
セ
ッ
ト
で
捉
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
日
本
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
が

中
国
や
Ｅ
Ｕ
を
刺
激
し
て
、
日
中
韓
Ｆ
Ｔ
Ａ
や
Ｒ

Ｃ
Ｅ
Ｐ
、
日
欧
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
交
渉
の
開
始
に
つ
な
が
っ

た
。
い
ず
れ
も
１
３
年
に
交
渉
が
始
ま
っ
た
が
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
交
渉
の
停
滞
で
足
踏
み
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
の

た
め
、
日
本
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
テ
コ
に
他
の
メ
ガ
Ｆ
Ｔ
Ａ

る
。
聖
域
と
さ
れ
た
農
産
物
５
項
目
は
、
５
８
６
品

目
の
う
ち
３
割
が
撤
廃
さ
れ
る
。
た
と
え
「
無
傷
」

で
済
ん
で
も
日
本
農
業
は
ジ
リ
貧
で
あ
る
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ

参
加
を
好
機
と
捉
え
、
先
送
り
し
て
き
た
農
業
の
構

造
改
革
を
断
行
す
べ
き
だ
。

ポ
ス
ト
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
重
要
な
視
点
は
、「
守
り
」
で

は
な
く
「
攻
め
」
の
姿
勢
で
あ
る
。
関
税
撤
廃
の
マ

イ
ナ
ス
面
ば
か
り
を
問
題
に
す
べ
き
で
な
い
。
Ｔ
Ｐ

Ｐ
に
よ
っ
て
参
加
１
１
カ
国
に
輸
出
す
る
工
業
品

の
ほ
ぼ
１
０
０
％
、
農
産
品
に
つ
い
て
も
大
半
の
関

税
が
撤
廃
さ
れ
、
市
場
拡
大
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
。

た
だ
し
、
米
国
向
け
自
動
車
の
よ
う
に
関
税
の
完

全
撤
廃
ま
で
の
猶
予
期
間
が
長
い
品
目
が
多
い
と

か
、
日
本
企
業
の
多
く
が
す
で
に
海
外
へ
生
産
拠
点

を
移
し
て
い
る
た
め
、
関
税
撤
廃
の
恩
恵
は
さ
ほ
ど

大
き
く
な
い
と
い
っ
た
冷
め
た
見
方
も
あ
る
。

し
か
し
、
２
１
世
紀
型
Ｆ
Ｔ
Ａ
で
あ
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の

本
当
の
意
義
は
、
関
税
撤
廃
だ
け
で
な
く
、
知
的
財

産
権
の
保
護
、
国
有
企
業
に
対
す
る
優
遇
撤
廃
、
電

子
商
取
引
や
サ
ー
ビ
ス
の
規
制
緩
和
、
投
資
を
め
ぐ

る
紛
争
処
理
な
ど
、
既
存
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
な
い
新
た
な

ル
ー
ル
が
盛
り
込
ま
れ
た
点
に
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ

て
、
日
本
企
業
が
海
外
に
進
出
し
た
と
き
の
リ
ス
ク

も
大
幅
に
減
る
。

中
長
期
的
に
は
人
口
減
少
に
よ
り
国
内
市
場
が
縮

小
傾
向
に
あ
る
中
で
、
日
本
企
業
は
海
外
市
場
の
獲

得
に
活
路
を
見
出
す
し
か
な
い
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
よ
っ
て

ア
ジ
ア
太
平
洋
に
新
た
な
貿
易
ル
ー
ル
が
確
立
す

れ
ば
、
日
本
を
拠
点
と
し
た
国
際
生
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
拡
大
と
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
効
率
化
が
一

段
と
進
む
だ
ろ
う
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化

す
る
日
本
企
業
に
と
っ
て
大
き
な
ビ
ジ
ネ
ス
・
チ
ャ

ン
ス
で
あ
る
。

（
う
ま
だ　

け
い
い
ち
・
杏
林
大
学
客
員
教
授
）
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１
．
世
界
経
済
の
中
の
大
き
な
勢
力
で
あ
る

ア
ジ
ア
、
そ
し
て
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

世
界
経
済
の
構
造
が
21
世
紀
に
大
き
く
次
の
４
つ

の
点
で
変
化
し
て
い
る
。
Ｇ
Ｄ
Ｐ
、
貿
易
、
投
資
、

外
貨
準
備
の
観
点
か
ら
見
て
い
こ
う
。
ま
た
、
同
期

間
の
世
界
の
貿
易
、
投
資
、
外
貨
準
備
の
変
動
に
関

し
て
中
国
の
台
頭
が
目
立
つ
。

第
１
に
、
世
界
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
比
率
は
、
２
０
０
４

年
か
ら
２
０
１
４
年
の
１
０
年
で
勢
力
図
が
変
化
し

た
。
ア
メ
リ
カ
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
占
有
率
は
、
中
国
と
日
本

と
の
そ
の
比
率
の
合
計
に
並
ぶ
ま
で
低
下
し
た
。
ま

た
、
日
本
の
占
有
率
は
、
２
０
１
０
年
に
中
国
と
同

じ
に
な
り
、
２
０
１
４
年
に
半
分
以
下
に
な
っ
た
。

表
１
で
詳
細
に
見
て
い
こ
う
。
２
０
０
４
年
に

ア
メ
リ
カ
の
占
有
率
が
世
界
全
体
の
約
３
分
の
１

の
２
８
・
３
％
で
あ
り
、
日
本
と
中
国
の
そ
の
合
計

が
約
半
分
の
１
５
・
２
％
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、

２
０
１
４
年
に
ア
メ
リ
カ
の
そ
れ
が
２
２
・
５
％
へ
下

が
り
、
中
国
の
そ
れ
が
１
３
・
４
％
ま
で
上
が
り
、

日
本
と
中
国
の
そ
の
合
計
が
１
９
・
４
％
と
ア
メ
リ

カ
と
ほ
ぼ
並
ん
だ
。
日
本
と
中
国
と
の
比
較
で
は
、

２
０
０
４
年
に
日
本
の
そ
れ
が
中
国
の
約
２
倍
で
あ
っ

た
が
、
２
０
１
４
年
に
半
分
以
下
に
な
り
、
逆
転
し
た
。

ま
た
、
２
０
０
８
年
に
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
端
を

発
す
る
世
界
金
融
危
機
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
経
済
力
を
大

き
く
低
下
さ
せ
た
。
今
後
の
中
国
、
ア
メ
リ
カ
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
、
日
本
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
占
有
率
の
動
向
が
注
目
さ
れ

る
。中
国
は
、高
度
経
済
成
長
か
ら
変
化
し
た「
新
常
態
」

　
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
経
済
共
同
体
の
成
立
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
本
の
４
本
柱
国
際
協
力

朽　

木　

昭　

文

と
呼
ば
れ
る
約
７
％
の
平
均
成
長
率
を
達
成
す
る
。
成

熟
し
た
ア
メ
リ
カ
、
日
本
が
高
成
長
で
も
４
％
の
成
長

が
困
難
で
あ
る
状
況
が
変
わ
ら
な
い
。
こ
の
状
況
が
続

い
て
い
く
と
Ｇ
Ｄ
Ｐ
占
有
率
の
動
向
は
拡
大
す
る
。

第
２
に
、
貿
易
の
動
向
で
は
、
世
界
の
主
要
な
輸

入
国
に
関
し
て
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
中
国
へ
シ
フ
ト
し
、

中
国
の
役
割
が
増
大
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
占
有
率
が

２
０
０
６
年
に
１
７
％
で
あ
り
、
２
０
１
３
年
に
１
２
％

へ
減
少
し
た
。一
方
、中
国
の
そ
れ
は
、同
期
間
に
６・６
％

か
ら
１
０・３
％
へ
増
大
し
た
。同
期
間
に
日
本
、ド
イ
ツ
、

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
占
有
率
が
変
化
し
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、

中
国
へ
輸
出
を
依
存
す
る
国
が
増
え
た
。

第
３
に
、
直
接
投
資
の
動
向
で
は
、
中
国
の
対
外
直

接
投
資
が
ア
メ
リ
カ
の
そ
れ
に
匹
敵
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
対
外
直
接
投
資
は
、
中
国
の
占
有
率
が
２
０
０
７

年
に
０
・
６
８
％
で
あ
っ
た
が
、
２
０
１
３
年
に
７
・

１
６
％
へ
増
加
し
た
。こ
の
時
期
に
日
本
の
そ
れ
が
２
・

９
５
％
か
ら
９
・
８
２
％
へ
増
加
し
た
た
め
中
国
と
日

本
の
そ
れ
を
合
計
す
る
と
１
６
・８
％
と
な
っ
た
。

一
方
、
こ
の
時
期
の
ア
メ
リ
カ
の
そ
れ
は
、

１
５
・６
３
％
か
ら
２
３
・９
８
％
へ
増
加
し
た
が
、
日

本
と
中
国
の
そ
の
合
計
に
並
び
つ
つ
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
経
済
成
長
が
外
国
直
接
投
資
の
受
け
入
れ
に
左
右

さ
れ
る
受
け
入
れ
国
は
、
中
国
の
影
響
を
無
視
で
き
な

く
な
っ
た
。
ま
た
、
中
国
国
内
も
労
働
集
約
産
業
が
賃

金
の
高
騰
で
構
造
転
換
を
迫
ら
れ
た
た
め
海
外
進
出
に

活
路
を
見
出
そ
う
と
し
て
い
る
。
中
国
の
対
外
直
接
投

資
の
動
向
が
投
資
受
け
入
れ
国
を
左
右
す
る
。

第
４
に
、
外
貨
保
有
額
で
は
、
ア
ジ
ア
の
比
率
が

圧
倒
的
に
高
い
。
外
貨
保
有
額
の
占
有
率
を
見
る
と
、

中
国
の
外
貨
保
有
額
は
世
界
の
３
分
の
１
で
あ
る
。

日
本
の
そ
れ
が
１
０
％
あ
り
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
が
６
％

あ
る
。
中
国
、
日
本
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
合
計
は
、
ほ

ぼ
世
界
の
半
分
の
外
貨
準
備
高
で
あ
る
。
こ
れ
が
Ａ

Ｉ
Ｉ
Ｂ（
ア
ジ
ア
イ
ン
フ
ラ
投
資
銀
行
）の
設
立
の
要

因
の
１
つ
と
な
る
。
世
界
銀
行
と
国
際
通
貨
基
金
が

ワ
シ
ン
ト
ン
に
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が

金
融
面
で
世
界
を
管
理
し
て
き
た
状
況
が
21
世
紀
に

適
合
し
な
く
な
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
（
石
川
・

朽
木
・
清
水
（
２
０
１
５
）
参
照
）。

２
．
ア
ジ
ア
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
現
状

２
・
１ 

世
界
人
口
の
半
分
が
ア
ジ
ア
（
表
１
）

第
１
に
、
世
界
全
体
の
人
口
が
７
０
億
人
を
超
え
、

中
国
、
イ
ン
ド
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
パ
キ
ス
タ
ン
、
バ
ン

グ
ラ
デ
シ
ュ
、
日
本
を
加
え
る
と
３
６
・
４
億
人
と
な

り
、
世
界
の
「
半
分
」
が
ア
ジ
ア
に
住
ん
で
い
る
。

第
２
に
、
人
口
に
つ
い
て
は
、
中
国
と
イ
ン
ド
が
約

１
３
億
人
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
が
５
・
７
億
人
で
あ
る
。
中

国
の
人
口
の
占
有
率
が
世
界
の
約
５
分
の
１
で
あ
り
、

イ
ン
ド
が
そ
れ
に
匹
敵
す
る
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
そ
の
約

半
分
と
な
り
、
１
０
分
の
１
と
な
る
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ

Ｆ
Ｔ
Ａ

Ｇ
Ｄ
Ｐ

Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

Ｃ
Ｅ
Ｐ
Ｅ
Ａ

Ｅ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ

Ｓ
Ｐ
Ｓ

Ｔ
Ｂ
Ｔ

Ｆ
Ｔ
Ａ
Ａ
Ｐ

二
〇
五
〇

表1．世界の人口（2014年、単位100万人）

国　名 総人口 世界の占有率

中国 1,367 19.2

インド 1,259 17.7

アメリカ 319 4.5

インドネシア 251 3.5

ブラジル 202 2.8

パキスタン 186 2.6

ナイジェリア 173 2.4

バングラデシュ 158 2.2

ロシア 143 2.0

日本 127 1.8

アセアン 619 8.7

アジア合計 3,854 54.2

世界合計 7,105 100.0

出所：IMF-World Economic Outlook
　　　　　　       Databese, Apr. 2015.
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Ｖ
か
ら
一
歩
抜
き
ん
で
た
。

さ
て
、
グ
ル
ー
プ
Ｂ
は
、
所
得
向
上
の
た
め
に
は
産

業
構
造
の
高
度
化
が
必
要
と
な
る
。
つ
ま
り
、
投
資
構

造
の
高
度
化
と
消
費
の
質
の
高
度
化
を
必
要
と
す
る
。

こ
の
た
め
に
は
ア
ジ
ア
の
経
験
か
ら
外
国
資
本
の
活
用

が
有
効
で
あ
る
。
そ
の
誘
致
の
誘
因（
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
）の
１
つ
が
、
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー（
農
・
食
・
観
光
ク

ラ
ス
タ
ー
の
展
開
）で
あ
る（
朽
木
・
藤
田（
２
０
１
５
）

参
照
）。

２
・
３ 

日
本
と
ア
ジ
ア
の
マ
ク
ロ
経
済
の

　
　
　
　

                  

成
長
率
と
物
価
の
状
況
比
較

第
１
に
、
中
国
の
経
済
成
長
率
は
日
本
の
そ
れ

の
「
１
２
倍
」
を
超
え
る
。（
日
本
の
経
済
成
長
率
は

２
０
０
６
～
１
４
年
の
９
年
間
の
平
均
が
０
・
８
％
で

あ
り
、
中
国
の
そ
れ
は
同
期
間
で
９
・８
％
で
あ
る
。）

日
本
は
今
後
と
も
４
％
を
超
え
る
よ
う
な
成
長
は
期
待

で
き
な
い
。
韓
国
関
し
て
、
一
人
当
た
り
所
得
が
３
万

ド
ル
を
超
え
、
平
均
成
長
率
が
３
・
９
％
と
落
ち
て
き

た
。
平
均
成
長
率
が
５
％
を
超
え
る
国
は
、
イ
ン
ド
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
あ
る
。

第
２
に
、
物
価
の
安
定
性
か
ら
見
る
と
、
イ
ン
ド
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
の
イ
ン
フ
レ
率
が
５
％
を

超
え
る
。
一
度
１
０
％
を
イ
ン
フ
レ
率
が
超
え
る
と
政

策
的
対
応
が
難
し
い
と
さ
れ
る
。
こ
の
物
価
の
安
定
へ

の
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

３
．
四
本
柱
に
よ
る
日
本
の
国
際
協
力

以
上
の
日
本
、
ア
ジ
ア
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
を
取
り
巻
く

状
況
が
変
化
し
た
中
で
日
本
の
国
際
協
力
あ
り
方
を
変

え
る
こ
と
が
、
今
後
の
高
度
成
長
が
期
待
で
き
な
い
日

本
の
成
長
戦
略
の
１
つ
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、日
本
の
政
府
開
発
援
助
は
「
三
位
一
体
」

型
援
助
と
言
わ
れ
た
。
こ
れ
は
、
政
府
開
発
援
助
、
貿

易
、直
接
投
資
の
３
つ
が
一
体
と
な
っ
た
協
力
で
あ
り
、

通
商
産
業
省
（
１
９
８
８
）
で
使
用
さ
れ
た
。
こ
れ
か

ら
は
、「
四
本
柱
」
型
国
際
協
力
へ
変
化
す
る
必
要
が

あ
る
。「
四
本
柱
」
と
は
、日
本
の
相
撲
の
土
俵
が
黒
、

白
、
赤
、
青
の
４
本
の
柱
で
あ
る
。
こ
の
柱
の
下
に

審
査
員
が
座
っ
た
。
日
本
の
相
撲
は
国
技
で
あ
る
が
、

２
０
１
５
年
の
幕
内
と
い
う
上
位
力
士
の
半
分
が
外
国

籍
で
あ
り
、
国
際
化
が
進
ん
で
い
る
。

日
本
の
国
際
協
力
は
、
政
府
開
発
援
助
、
貿
易
、
直

接
投
資
の
３
体
に
加
え
、
ア
ジ
ア
の
地
域
統
合
を
中
心

に
据
え
る
。
こ
れ
は
、
日
本
の
成
長
戦
略
に
貢
献
す
る

と
と
も
に
ア
ジ
ア
各
国
の
現
在
の
経
済
状
況
に
合
致
す

る
。（
朽
木
・
馬
田
・
石
川
（
２
０
１
５
）
参
照
）。

（
く
ち
き　

あ
き
ふ
み
・

　
　
　
　
　
　
　

日
本
大
学
生
物
資
源
科
学
部
教
授
）

参
考
文
献
：

■
石
川
幸
一
・
朽
木
昭
文
・
清
水
一
史
編
著
（
２
０
１
５
）

　

『
現
代
ア
セ
ア
ン
経
済
論
』、
文
眞
堂
。

■
朽
木
昭
文
・
馬
田
啓
一
・
石
川
幸
一
編
著（
２
０
１
５
）

　

『
ア
ジ
ア
の
開
発
と
地
域
統
合
：
新
し
い
国
際
協
力
を

　
　

求
め
て
』、
日
本
評
論
社
。

■
朽
木
昭
文
・
藤
田
昌
久（
２
０
１
５
）

　

「
特
集
：
集
積
の
経
済
学
か
ら
ア
ジ
ア
を
理
解
す
る
：

　

空
間
経
済
学
と
ク
ラ
ス
タ
ー
」、『
経
済
セ
ミ
ナ
ー
８
・
９
月

　
号
』、６
８
５
号
、１
０
―
５
５
ペ
ー
ジ
、
日
本
評
論
社
。

■
通
商
産
業
省（
１
９
８
８
）

　

『
経
済
協
力
の
現
状
と
問
題
点
１
９
８
８
』、
財
団
法

　

人
通
商
産
業
調
査
会
。

２
・
２ 

ア
ジ
ア
に
お
け
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
経
済
の
占
有
率

本
節
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
位
置
づ
け
を
ア
ジ
ア
に

限
っ
て
分
析
し
て
み
よ
う
。

第
１
に
、
２
０
１
４
年
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
経
済
の
規
模
）

の
占
有
率
は
、
中
国
が
約
４
５
％
で
あ
り
、
日
本
が

２
３
・
１
％
で
あ
り
、
イ
ン
ド
、
韓
国
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
合
計
が
１
９
％
で
あ
る
。す
べ
て
を
合
計
す
る
と
、

ほ
と
ん
ど
「
９
割
」
近
い
８
６
・
７
％
と
な
る
。
中
国

と
日
本
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
関
し
て
は
、
中
国
が
日
本
の
そ

れ
を
抜
く
の
は
２
０
１
０
年
で
あ
っ
た
が
、
２
０
１
４

年
に
な
る
と
日
本
の
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
４
・
７
６
９
兆
ド

ル
で
あ
り
、
中
国
の
そ
れ
が
１
０
・
３
５
５
兆
ド
ル
で

あ
る
。
日
本
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
中
国
の
そ
れ
の
約
４
５
％

と
な
っ
た
。
ま
た
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
占
有
率
は
、

２
０
１
４
年
に
１
１
・
１
％
あ
り
、
日
本
の
約
半
分
で

イ
ン
ド
の
そ
れ
を
上
回
る
。

第
２
に
、
表
２
の
２
０
１
４
年
の
１
人
当
た
り
の
Ｇ
Ｄ

Ｐ
で
は
、
中
国
が
７
５
８
９
ド
ル
、
イ
ン
ド
が
１
６
２
６

ド
ル
に
す
ぎ
な
い
。
日
本
が
３
６
３
３
１
ド
ル
で
あ
る
の

で
ア
ジ
ア
の
成
長
は
ま
だ
こ
れ
か
ら
で
あ
る
。
１
人
当
た

り
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
み
る
と
、
日
本
は
、
中
国
の
５
倍
弱
、
イ

ン
ド
の
２
２
倍
で
あ
り
、
中
国
と
イ
ン
ド
の
成
長
余
地
は

大
き
い
。な
お
、Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
で
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
、ラ
オ
ス
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ベ
ト
ナ
ム
（
Ｃ
Ｌ
Ｍ
Ｖ
）
に
属
し
た
ベ
ト

ナ
ム
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
、
２
０
０
０
ド
ル
を
突
破
し
、
Ｃ
Ｌ
Ｍ

表2．アジアの1人当たりGDP

国　名 単位：ドル

出所：IMF-World Economic Outlook
　　　　　　       Databese, Apr. 2015.

シンガポール 56,319

香港 39,871

ブルネイ 36,606

日本 36,331

韓国 28,100

台湾 22,597

マレーシア 10,803

モルディブ 8,341

中国 7,589

タイ 5,444

モンゴル 4,095

東ティモール 3,637

スリランカ 3,557

インドネシア 3,553

フィリピン 2,865

ブータン 2,729

ベトナム 2,052

ラオス 1,692

インド 1,628

パキスタン 1,342

ミャンマー 1,221

バングラデシュ 1,171

カンボジア 1,080

ネパール 698

以
上
を
要
約
す
る

と
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
経
済

は
、
人
口
は
世
界
の
第

３
位
に
な
る
。
Ｇ
Ｄ
Ｐ

の
規
模
で
は
、
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
が
日
本
の
半
分

で
あ
る
。
世
界
の
外
貨

保
有
額
で
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
が
世
界
第
３
位
の

６
％
を
占
め
る
。
こ
う

し
て
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
グ

ル
ー
プ
と
し
て
世
界
経

済
に
関
し
て
大
き
な
勢

力
で
あ
る
。
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今
回
は
前
回
の
続
編
で
あ
り
、
二
回
目
の
読
経
、

告
別
式
当
日
、
火
葬
を
中
心
に
紹
介
し
た
い
。

読
経
第
二
回
目

　

二
回
目
の
読
経
は
一
回
目
と
場
所
は
同
じ
で
あ
っ

た
が
、
僧
侶
の
顔
ぶ
れ
が
違
っ
て
い
た
。
少
々
奇
異

に
感
じ
た
の
で
愚
妻
に
尋
ね
る
と
、
僧
侶
に
は
グ
ル
ー

プ
が
あ
り
、
先
約
が
入
っ
て
い
る
と
き
な
ど
に
は
グ

ル
ー
プ
内
で
仕
事
を
回
し
て
い
る
、
と
の
返
事
で
あ
っ

た
。
読
経
は
昼
過
ぎ
か
ら
始
ま
り
、
時
間
は
前
回
よ

り
多
少
短
か
っ
た
。
読
経
時
間
が
前
回
よ
り
短
い
と

い
う
点
で
は
精
神
的
に
も
肉
体
的
に
も
気
楽
で
あ
っ

た
が
、
別
の
意
味
で
大
き
な
試
練
が
待
っ
て
い
た
。

　

一
回
目
と
二
回
目
の
最
大
の
違
い
は
二
回
目
で
は

途
中
か
ら
音
楽
に
合
わ
せ
て
読
経
を
し
た
点
で
あ
る
。

「
琴
座
」
と
呼
ば
れ
る
場
所
に
エ
レ
ク
ト
ー
ン
が
置
か

れ
奏
者
が
着
席
、
そ
の
対
面
に
シ
ン
バ
ル
、
ト
ラ
イ

ア
ン
グ
ル
の
よ
う
な
道
具
を
持
っ
た
女
性
が
各
一
名

座
っ
た
。
読
経
部
屋
は
さ
ほ
ど
広
く
な
い
の
に
、
奏

者
が
か
な
り
大
き
な
ボ
リ
ュ
ー
ム
で
エ
レ
ク
ト
ー

ン
を
弾
き
、
シ
ン
バ
ル
、
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
を
鳴
ら

す
中
で
読
経
を
続
け
た
。
前
回
記
し
た
よ
う
に
繁
体

字
の
仏
典
が
読
め
な
い
筆
者
は
口
を
動
か
す
だ
け
で

あ
っ
た
が
、
あ
ま
り
の
音
量
に
頭
痛
が
し
た
。
所
変

わ
れ
ば
品
変
わ
る
、
と
言
う
が
変
わ
り
す
ぎ
の
感
が

あ
り
、
故
人
を
弔
う
た
め
に
読
経
し
て
い
る
の
か
、

音
楽
演
奏
で
慰
霊
し
て
い
る
の
か
、
筆
者
に
は
よ
く

わ
か
ら
な
か
っ
た
。

　

読
経
も
終
盤
に
差
し
掛
か
る
と
僧
侶
が
踊
り
な
が

ら
部
屋
中
を
ぐ
る
ぐ
る
回
り
始
め
、
義
兄
家
族
・
愚

妻
も
僧
侶
の
後
を
追
っ
て
ぐ
る
ぐ
る
回
り
始
め
た
。

筆
者
に
は
何
が
起
き
て
い
る
の
か
理
解
で
き
な
か
っ

た
が
、
戸
惑
っ
て
い
る
わ
け
に
も
い
か
ず
愚
妻
の
後

に
続
い
た
。
大
音
量
の
な
か
、
さ
ほ
ど
広
く
な
い
部

屋
を
ぐ
る
ぐ
る
回
る
の
で
頭
痛
に
続
い
て
目
ま
い
が

し
た
。

　

二
回
目
の
読
経
が
終
わ
っ
た
後
で
（
告
別
式
当
日

だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
）、
葬
儀
場
内
に
設
置
さ
れ
て

い
る
や
や
大
型
の
焼
却
炉
「
大
金
爐
」
に
て
あ
の
世

で
使
う
お
金
を
燃
や
し
た
。
今
回
の
お
金
は
少
し
小

さ
め
の
段
ボ
ー
ル
箱
に
詰
め
ら
れ
て
「
大
金
爐
」
の

横
に
積
ん
で
あ
っ
た
。
数
え
た
と
こ
ろ
七
十
箱
弱
、

そ
れ
を
一
つ
一
つ
「
大
金
爐
」
に
投
げ
込
む
の
で
あ

る
。
少
な
い
と
こ
ろ
で
三
十
箱
程
度
、
中
に
は
三
百

箱
以
上
を
燃
や
す
遺
族
も
お
り
、
七
十
箱
弱
と
い
う

の
は
平
均
的
ら
し
い
。
回
数
と
い
い
、
規
模
と
い
い
、

金
銭
に
対
す
る
こ
だ
わ
り
は
日
本
人
の
及
ぶ
と
こ
ろ

で
は
な
い
。
す
べ
て
の
箱
を
投
げ
入
れ
た
後
、
岳
父

が
生
前
愛
用
し
て
い
た
衣
服
や
靴
な
ど
も
「
大
金
爐
」

で
燃
や
し
た
。

告
別
式
の
案
内
状

　

告
別
式
の
案
内
状
に
つ
い
て
は
日
本
と
同
じ
で
、
台

湾
で
も
関
係
各
方
面
に
郵
送
す
る
ほ
か
、
新
聞
に
永
眠

の
広
告
を
出
す
こ
と
も
あ
る
。
岳
父
の
場
合
も
案
内
状

を
作
成
、
印
刷
会
社
で
の
印
刷
も
終
了
し
、
後
は
切
手

を
貼
り
郵
便
ポ
ス
ト
に
投
函
す
る
だ
け
だ
っ
た
の
で
あ

る
が
、「
葬
儀
は
簡
素
に
」
と
の
遺
言
を
考
慮
し
て
発

送
を
見
合
わ
せ
た
。
義
兄
が
親
戚
お
よ
び
岳
父
が
特
別

親
し
く
し
て
い
た
人
た
ち
に
の
み
告
別
式
の
日
時
な
ど

を
電
話
で
知
ら
せ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

葬
儀
の
案
内
状
と
言
え
ば
、
以
前
、
台
北
県
（
現
・

新
北
市
）
の
某
中
小
企
業
創
業
者
夫
人
が
逝
去
し
た

と
き
の
も
の
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
あ
る
。

筆
者
の
記
憶
に
間
違
い
が
な
け
れ
ば
、
題
字
は
立
法

院
長
（
国
会
議
長
、
台
湾
は
一
院
制
）
の
執
筆
で
、

葬
儀
委
員
会
の
顔
ぶ
れ
、
故
夫
人
の
生
涯
、
喪
主
、

告
別
氏
の
日
ど
り
等
が
記
載
さ
れ
て
い
た
。
葬
儀
委

員
会
は
地
元
の
名
士
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
名
誉

委
員
長
は
県
長
（
県
知
事
）、
委
員
長
は
市
長
、
副
委

員
長
は
立
法
委
員
（
国
会
議
員
）、
県
議
会
正
副
議
長

な
ど
約
二
十
名
で
あ
っ
た
。
故
夫
人
に
つ
い
て
は
、

熱
心
な
仏
教
徒
に
し
て
篤
志
家
で
、
夫
君
と
設
立
し

　

台
湾
の
葬
儀
（
下
）

岡　

崎　

幸　

司
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た
会
社
の
経
営
が
軌
道
に
乗
っ
た
後
は
付
近
の
小
学

校
に
図
書
費
を
寄
付
し
て
い
た
、
と
い
う
趣
旨
の
説

明
が
あ
っ
た
。
案
内
状
で
は
喪
主
側
と
し
て
夫
君
な

ど
遺
族
以
外
に
、
ご
夫
妻
の
兄
弟
姉
妹
と
そ
の
家
族

全
員
が
記
載
さ
れ
て
い
た
（
物
故
者
は
□
で
囲
む
）。

喪
主
側
に
物
故
者
も
含
め
た
親
族
の
氏
名
が
記
載
さ

れ
る
の
は
、
一
族
意
識
が
強
固
で
あ
る
こ
と
の
表
れ

で
あ
ろ
う
。

葬
儀
の
台
湾
的
風
景

　

当
然
で
あ
る
が
、
台
湾
の
葬
儀
に
は
日
本
と
異
な
る

習
慣
が
あ
る
。
数
年
前
の
日
曜
日
、
朝
の
こ
と
で
あ
る

が
、
拙
宅
で
休
息
し
て
い
た
と
こ
ろ
大
音
量
で
軍
艦

マ
ー
チ
が
鳴
り
始
め
た
。
台
湾
で
は
パ
チ
ン
コ
屋
は
ほ

と
ん
ど
な
い
の
で
、
何
事
か
と
思
い
ベ
ラ
ン
ダ
に
出
た

と
こ
ろ
、
向
か
い
の
空
き
地
で
テ
ン
ト
告
別
式
が
行
わ

れ
て
お
り
、
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
隊
が
行
進
し
な
が
ら
軍
艦

マ
ー
チ
を
演
奏
し
て
い
た
。
軍
艦
マ
ー
チ
演
奏
の
背
景

を
あ
れ
こ
れ
考
え
な
が
ら
、
威
勢
の
良
い
曲
を
演
奏
し

て
故
人
を
あ
の
世
に
送
る
、
と
い
う
告
別
式
は
日
本
で

は
な
い
だ
ろ
う
、
な
ど
と
思
っ
た
り
し
た
。

　

ま
た
、
缶
ビ
ー
ル
や
缶
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
で
円
錐
型
の

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
作
り
、
葬
儀
場
に
置
い
て
故
人
に
捧
げ

る
こ
と
も
あ
る
。
以
前
テ
レ
ビ
で
報
道
し
て
い
た
が
、

こ
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
格
安
で
買
い
取
っ
た
後
で
解
体

し
、
缶
ビ
ー
ル
・
缶
ジ
ュ
ー
ス
類
を
市
価
の
半
額
程
度

で
販
売
し
て
稼
ぐ
業
者
が
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
死
者
に

捧
げ
た
お
古
な
ど
と
説
明
す
る
こ
と
は
な
い
。
モ
ラ
ル

の
問
題
は
さ
て
お
き
、
な
か
な
か
の
商
魂
で
あ
る
。

告
別
式
当
日

　

さ
て
、
岳
父
の
告
別
式
当
日
は
、
葬
儀
社
の
職
員

か
ら
腕
章
の
よ
う
な
も
の
を
つ
け
ら
れ
た
が
、
愚
妻

と
筆
者
（
及
び
愚
息
）
で
は
異
な
っ
て
い
た
。
ど
こ
ま

で
行
っ
て
も
夫
婦
別
姓
な
の
で
あ
る
。

　

日
本
で
は
棺
の
周
囲
に
花
が
飾
ら
れ
る
よ
う
に
記

憶
し
て
い
る
が
、
岳
父
の
棺
は
花
と
は
別
に
奥
の
方

に
安
置
さ
れ
て
い
た
。
新
規
開
店
の
花
輪
よ
ろ
し
く
、

花
の
前
に
は
義
兄
夫
妻
、
筆
者
夫
婦
な
ど
遺
族
の
名

前
が
添
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
こ
ま
で
は
良
か
っ
た
の

で
あ
る
が
、
ど
う
い
う
わ
け
か
、
葬
儀
社
は
筆
者
の

名
前
の
代
わ
り
に
愚
息
の
名
前
を
書
い
て
い
た
。
台

湾
社
会
は
よ
く
「
馬
馬
虎
虎
」（
い
い
加
減
、
適
当
）

と
形
容
さ
れ
る
が
、
そ
の
精
神
は
岳
父
の
告
別
式
で

も
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
て
い
た
。
も
っ
と
も
、「
馬
馬

虎
虎
」
は
細
か
い
こ
と
に
は
こ
だ
わ
ら
な
い
と
い
う

こ
と
で
も
あ
る
。
実
際
、
義
母
・
義
兄
家
族
は
も
と

よ
り
愚
妻
で
す
ら
気
に
し
て
い
な
か
っ
た
。
見
方
を

変
え
れ
ば
、
筆
者
は
そ
の
程
度
の
存
在
と
い
う
こ
と

な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

さ
て
、
日
本
で
言
う
焼
香
が
始
ま
る
と
、
遺
族
は

参
列
者
に
感
謝
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
般
の
参

列
者
に
は
黙
礼
す
る
だ
け
で
よ
い
の
で
あ
る
が
、
傍

系
尊
属
に
対
し
て
は
土
下
座
す
る
必
要
が
あ
り
、
さ

な
が
ら
江
戸
時
代
に
タ
イ
ム
・
ス
リ
ッ
プ
し
た
よ
う

な
気
が
し
た
。少
な
く
と
も
台
湾（
お
そ
ら
く
中
国
系
）

の
告
別
式
に
お
い
て
は
親
族
内
に
お
け
る
世
代
間
の

序
列
が
い
か
に
厳
し
い
か
、
を
知
る
こ
と
と
な
っ
た
。

火
葬
と
納
骨

　

岳
父
は
義
兄
と
筆
者
二
人
が
立
会
う
な
か
新
北
市
三

峡
火
葬
場
に
て
荼
毘
に
付
さ
れ
、
九
十
分
後
に
遺
骨
の

受
け
渡
し
が
あ
っ
た
。
遺
骨
は
金
属
製
の
ト
レ
ー
に
入

れ
ら
れ
て
お
り
、
岳
父
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
後
、

骨
揚
げ
を
行
っ
た
。
義
兄
・
筆
者
そ
れ
ぞ
れ
が
ゴ
ミ
バ

サ
ミ
（
火
バ
サ
ミ
）
で
遺
骨
を
二
つ
か
三
つ
挟
ん
で
骨

壷
に
入
れ
る
だ
け
で
骨
揚
げ
は
完
了
、
あ
っ
さ
り
し
た

も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
は
担
当
者
が
慣
れ
た
手
つ
き

で
残
り
の
遺
骨
を
一
挙
に
骨
壷
に
入
れ
、
接
着
剤
ら
し

き
も
の
を
塗
布
し
て
蓋
を
し
た
。
台
湾
の
人
々
に
と
っ

て
遺
骨
は
単
な
る
物
の
よ
う
で
あ
る
。

　

骨
壷
を
抱
い
た
義
兄
と
筆
者
は
新
北
市
に
あ
る
仏

教
寺
院
の
納
骨
堂
（
高
層
ビ
ル
の
よ
う
な
建
物
）
に

向
か
い
、
そ
こ
で
コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー
の
よ
う
な
一
区

画
に
納
骨
し
た
。
先
祖
の
墓
は
桃
園
市
に
あ
る
も
の

の
、
既
に
満
員
の
た
め
、
寺
院
の
納
骨
堂
の
一
区
画

を
義
兄
が
購
入
し
た
由
で
あ
る
。
納
骨
を
も
っ
て
葬

儀
は
終
了
、
義
兄
と
筆
者
は
帰
宅
の
途
に
つ
い
た
。

　

今
回
の
経
験
は
台
湾
文
化
の
一
端
を
知
る
良
い
機

会
で
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
、
読
経
の
方
法
、
金
銭
に

対
す
る
意
識
、
傍
系
尊
属
と
の
関
係
は
筆
者
の
予
想

を
は
る
か
に
超
え
た
も
の
で
あ
り
、
た
だ
驚
く
よ
り

ほ
か
は
な
か
っ
た
。

（
お
か
ざ
き　

こ
う
じ
・
中
華
大
学
）
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社
会
人
２
年
目
に
初
の
韓
国
出
張
を
し
た
際
、
食
事

で
は
か
な
り
戸
惑
っ
た
。
ど
の
ぐ
ら
い
ボ
リ
ュ
ー
ム
な

の
か
、
見
当
が
つ
か
な
い
こ
と
が
多
か
っ
た
か
ら
だ
。

　

メ
イ
ン
料
理
へ
の
付
け
合
せ
を
パ
ン
チ
ャ
ン
と
い
う

が
、
こ
れ
が
バ
カ
に
で
き
な
い
。
刺
身
や
カ
ル
ビ
焼

き
な
ど
の
値
の
張
る
メ
イ
ン
だ
と
何
種
類
も
の
キ
ム
チ

や
卵
焼
き
や
焼
き
魚
、
サ
ラ
ダ
、
酢
の
物
、
果
物
な
ど

２
０
皿
以
上
の
豪
華
版
が
出
て
く
る
。

　

当
時
２
３
歳
の
私
は
、
現
地
の
人
と
の
会
食
の
際
、

運
ば
れ
て
く
る
パ
ン
チ
ャ
ン
に
せ
っ
せ
と
箸
を
伸
ば
し

た
。
運
ば
れ
た
品
々
は
物
珍
し
く
美
味
だ
っ
た
。
で
も
、

本
当
の
こ
と
を
言
え
ば
言
葉
が
不
自
由
で
気
づ
ま
り
だ

か
ら
食
べ
る
作
業
に
専
念
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の

だ
。
メ
イ
ン
料
理
が
運
ば
れ
て
く
る
こ
ろ
に
は
お
腹
は

い
っ
ぱ
い
。
楽
し
む
べ
き
メ
イ
ン
を
無
理
や
り
満
腹
に

詰
め
込
む
こ
と
に
な
る
。

　

こ
ん
な
こ
と
を
毎
食
の
よ
う
に
繰
り
返
し
て
い
る
う

ち
に
、
あ
る
地
方
都
市
の
食
堂
で
供
さ
れ
た
ケ
ジ
ャ
ン

（
ワ
タ
リ
ガ
ニ
の
キ
ム
チ
）

で
食
中
毒
に
か
か
っ
て
し

ま
っ
た
。
暴
食
で
弱
っ
た

胃
腸
が
ダ
ウ
ン
し
た
の
だ
。

そ
の
夜
半
に
激
し
い
嘔
吐
・

下
痢
と
高
熱
に
見
舞
わ
れ
、

救
急
搬
送
の
話
ま
で
出
る

騒
ぎ
と
な
っ
た
。

　

要
す
る
に
、
人
間
に
は
一
人
一
人
に
与
え
ら
れ
た
容

量
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
を
超
過
す
る
負
荷
が
恒

常
化
す
る
と
パ
ン
ク
す
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　

食
前
に
ど
ん
な
も
の
が
ど
れ
ぐ
ら
い
出
て
く
る
の
か

を
聞
い
て
お
く
、
現
地
の
食
習
慣
を
事
前
に
調
べ
て
お

く
、
そ
し
て
何
よ
り
も
そ
の
場
の
気
づ
ま
り
を
我
慢
し

て
無
茶
な
食
べ
方
を
し
な
い
な
ど
の
対
策
が
あ
っ
た
の

だ
が
、
わ
ず
か
な
手
間
を
惜
し
ん
だ
ば
か
り
に
後
で
苦

し
む
こ
と
と
な
っ
た
の
だ
。

　

あ
れ
か
ら
３
０
年
。
年
相
応
に
胃
腸
の
機
能
は
下
降

線
を
た
ど
り
始
め
、
近
ご
ろ
で
は
メ
イ
ン
や
付
け
合
せ

の
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
多
す
ぎ
る
こ
と
を
心
配
す
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
。
そ
れ
な
の
に
、
分
量
を
確
認
せ
ず
に
出

さ
れ
た
も
の
は
つ
い
つ
い
食
べ
て
し
ま
い
、
後
で
苦
し

む
。
作
っ
て
く
れ
た
人
の
気
持
ち
を
思
え
ば
、
な
ど
と

言
い
訳
す
る
が
、何
の
こ
と
は
な
い
。「
目
が
食
べ
た
い
」

「
残
し
た
く
な
い
」
相
変
わ
ら
ず
の
貧
乏
根
性
な
の
だ
。

　

閑
話
休
題
。
安
請
け
合
い
は
禁
物
で
あ
る
。
外
部
機

関
か
ら
原
稿
依
頼
を
受
け
る
。
締
め
切
り
は
ず
い
ぶ
ん

先
だ
。
気
軽
に
Ｏ
Ｋ
す
る
。
そ
の
う
ち
、
研
究
会
に
顔

を
出
て
く
れ
、
国
際
会
議
に
出
て
く
れ
、
い
て
く
れ
る

だ
け
で
も
い
い
か
ら
と
懇
願
さ
れ
る
。
い
つ
の
間
に
か

翻
訳
版
刊
行
に
ま
で
話
が
大
き
く
な
り
、
メ
ー
ル
ボ
ッ

ク
ス
は
海
外
か
ら
の
催
促
メ
ー
ル
で
溢
れ
返
る
。
簡
単

に
見
え
た
原
稿
依
頼
が
カ
ル
ビ
焼
き
並
み
の
豪
華
セ
ッ

ト
だ
っ
た
の
が
わ
か
っ
て
後
悔
す
る
が
後
の
祭
り
。
確

認
を
怠
っ
て
苦
し
む
の
は
食
事
だ
け
で
は
な
さ
そ
う
だ
。

（
奥
田　

聡
・
ア
ジ
ア
研
究
所
教
授
）

 

単
品
で
す
か
？
そ
れ
と
も
セ
ッ
ト
で
す
か
？

　
✿ 

研
究
所
だ
よ
り 

✿

　

ア
ジ
ア
研
究
所
で
は
、
二
〇
一
五
年
度
の
セ
ミ
ナ
ー
「
ア

ジ
ア
・
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
」
を
次
の
通
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

受
講
料
は
各
回
五
〇
〇
円
で
す
。
但
し
、
六
～
七
月
開
催
の

公
開
講
座
受
講
票
が
あ
れ
ば
無
料
で
す
。

・
第
二
回
講
演
会

演
題　
「
２
０
１
５
年
ミ
ャ
ン
マ
ー
総
選
挙
結
果
を
読
む
―

国
民
は
何
を
選
択
し
た
の
か
―
」

講
師　

工
藤　

年
博 

（
政
策
研
究
大
学
院
大
学
教
授
）

日
時　

十
二
月
七
日
（
土
）
午
後
二
時
～
三
時
三
十
分

場
所　

五
号
館
四
階　

五
四
四
教
室

・
第
三
回
講
演
会

演
題　
「
中
韓
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
日
本
へ
の
影
響
」

講
師　

奥
田　

聡
（
ア
ジ
ア
研
究
所
教
授
）

日
時　

二
〇
一
六
年
一
月
二
十
三
日
（
土
）
午
後
二
時
～
三

時
三
十
分

ま
た
、
ア
ジ
ア
研
究
所
主
催
の
一
般
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

以
下
の
通
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
エ
リ
ゼ
・
ル
ク
リ
ュ
著
『
新
世
界

地
理
―
大
地
と
人
間
』（
ア
シ
ェ
ッ
ト
社
刊
）
第
七
巻
「
東

ア
ジ
ア
（
清
帝
国
、
朝
鮮
、
日
本
）」
の
邦
訳
（
訳
者　

柴

田
匡
平
）
刊
行
に
際
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

テ
ー
マ　
「
西
洋
か
ら
見
た
十
九
世
紀
東
ア
ジ
ア
の
相
貌
」

基
調
講
演　

柴
田　

匡
平
（
信
州
大
学
経
営
大
学
院
教
授
）

討
論　

今
津　

敏
晃
（
本
学
法
学
部
准
教
授
）

　
　
　

青
山　

治
世
（
本
学
国
際
関
係
学
部
講
師
）

モ
デ
レ
ー
タ
ー　

石
川　

幸
一
（
ア
ジ
ア
研
究
所
所
長
）

日
時　

十
二
月
六
日
（
日
）
午
後
二
時
～
四
時

場
所　

二
号
館
一
階　

二
〇
〇
教
室

「
ア
ジ
ア
・
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
」
お
よ
び
一
般
公
開
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
に
つ
い
て
、
詳
細
は
亜
細
亜
大
学
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.asia-u.ac.jp

）
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

０
４
２
２
ー
３
６
ー
３
１
７
２（
学
務
課
）
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。


